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'

説

苑

公
娼
の
前
借
金

に
就
て

第
十
七
巻

〔第

一
號

九
四
)

九
四

公

娼

の

前

借

金

に

就

て

岡

崎

丈

規

一

凡
そ
何

れ

の
時
代
、
何

れ

の
場

所
た

る
を
問
は
す

、
多

少

巴
も
文
化

の
芽

ざ

し
さ

へ
あ

る
所

に
は
、
影

の
形
に
從

ふ
如
く
・
学

事

の
窪

が
行
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
端
、
遷

制
度
寄

弱
い
変

の
妻

子
蓮
茎

の
鎖

の

で
繋
ぐ

立
振
な
奴
隷
制

度
で
あ

る
。

≦

窪

・・
は
之
を

宅
岳
需

し∩
冨
掃

ご
官

つ
た

が
、
洵

に
適
切
な
吉
葉

だ

ご
思

の

は
れ
る
。
ま
た
集
林
子
は
之
を

「
人
買
同
然
の
所
業
」
宣
言

っ
て
み
る
が
、
法
律
が
公
認
し
て
み
る
人
身
買
萱
そ

の
も
の
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
外
國
に
於
て
も
、
曾

て
は
国
家
が
こ
の
萱
淫
制
度
を
保
護
し
、
漱
會
自
ら
が
そ

わ

の
経
警
を
行

つ
π

ε
言

ふ
實

に
驚
歎

す
可

き
史
實

が
傳

は

つ
て
み

る
詐
り

で
な
く

、

刻
.。
。。簿
二
け。

の
聖
壇

に
禮
舞

す

る
事
に
就

い
て
は
大

い
に
反
封
を
主

唱
し
た

G∩
げ

》
ロ
αq
崩
匡
⇒
.
で

さ

へ
も
之
を

し
て
肚

會

に
必
要

な
る
制

度
ビ

し
て
認
め
し
め
だ
三

雲

事
は
性
的
肚
會
醜
悪
が
如
何

に
絶
大
な
る
威
力
を
奮

て
る
た
か
を
覗
は
し
な

る
に
足

る
。
我
国

の
萱
淫
制
度

は
現
A
.
に
於

て
も
大

い
に
優
勢

で
あ
る
。
實

例
を
最
近

の
統
計

に
就

て
見

れ
ば
、
大
正
八

年

に
於
け

る
公
鴛
藪
は

四
九

、
八

=

一、

藝
妓

数
五

二
、
四
六
六

、

合

計

一
〇
二
、
二
七

八

で
あ

っ
て
、
(藝
妓
11
拡
律

醐
制
度
の
上
か
ら
貫

ば
必
ら
す
し
も
壷
淫
行
爲
か
公
認
さ
れ
て
る
る
も
の
で
は
な
い
が
、
自
悪

　妓
た
除
け
ば
藝
妓
も
亦
前
借
金
に
よ
っ
て
身
為
沈

め
、
ま
た
事
質
上
公
娼
ミ
里

の
行
爲
憲

製

ら
れ
て
る
る
…

は
周
知
の
事
實
で
あ
ろ
。)同
年

に
於
け

る
女
畢
生

激

(高
等

女
學
校

及

び
實
科

高
等
女
學
校

)

、;

二

、
七

=

に
封

し
て

、
約

八
割

に
達

し

て
み
る
ε
吉

ふ
撒
字

に
依

っ
て
も
、
略

コ

灘麓 懇撫羅難欝　η



ぼ

之
を
看
取
す

る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
更
"
同
年
に
於
け
る
遊
興
盛
聰
穎
が
九
三
、
一
九
入
、
四
五
風
蓬
言
ふ

、亘
額

に
達
し
て
み
る
事
實
は
斯
く
の
如
き
萱
淫
制
度
が
吐
會
的
需
要

に
向

っ
て
、
.如
何
に
重
要
な
る
生
命
を
有

っ

一て
る
る
か
を
知
る
事
が
出
来
る
。

.

・

こ
の
賓
淫
制
度
を
倫
理
土
如
何
に
見
る
可
き
か
、
或
は
耐
會
政
策
上
如
何
に
威
理
す
可
き
か
は
元
よ
ゲ
重
大
な

.

る
問
題
で
あ
乃
。
が
、
私
は
こ

、
で
は
こ
の
方
面
の
問
題
に
は

「
切
燭
れ
な

い
積
り
で
あ
る
。
本
研
究
の
目
的
は

、
.
專
ら
公
娼
の
前
借
金
を
統
計
的

に
観
察
す
る
ザ
一在

る
。

=

、

公
娼

の
前
借
金
に
は
之
に
二

つ
の
異
な

つ
だ
槻
黙
が
與

へ
ら
れ
て
る
る
。
其
の

一
は
下
層
金
融
ε

し

て

ゴ

あ

蹴

他
は
あ
る
意
味

に
於
け
る
曹

贋

額

ε
し
て
・
あ
る
。
そ
れ
は
他

の

厨

の
商
品
が
市
場
に
於
て
、
需
給
關

の

カ

も

「係
に
支
配
さ
れ
て
み
る
ε
同

一
の
現
象
を
示
す
も
の
で
め
る
ε
吉
ふ
こ
ご
以
外
に
、
彼
女
蓮
は
白
首

ご
官
ふ
よ
り

ら

へ

が

も
正
に
泊
奴
隷
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
銀
行
兌
換
券
獲
行
高
の
季
節
的
受
動

に
就
て
は
既
に
汐
見
學
士
の
研.

.究

が
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
下
層
金
融

の

一
つ
で
あ
る
公
娼

の
前
借
金
に
も
季
節
的
攣
動
あ
り
ゃ
否
や
を
硯
発
し
、

.

次
に
あ
る
意
味
に
於
け
る
商
品
償
格

ε
し
て
の
公
娼
の
前
借
金
ご

一
般
物
腰
ε
の
關
係
を
究
明
し
、
術
ほ
之
に
加

へ
て
、
新
公
娼

ご
再
度
或
は
鞍
替
公
娼
ε
の
前
借
金
高
の
比
較
を
試
み
た
い
の
で
あ
る
。
乍
併
、
斯
く
の
如

き
研

-究
に
役
立
.っ
統
計
的
材
料
は
従
来
は
、

↓
つ
も
な

か
っ
た
ρ
そ
こ
で
私
は
京
都
市
松
原
署
に
於
て
、
娼
妓
名
簿
登

録
申
請
簿
に
就

い
て
、
松
原
署
管
内

の
公
娼
の
前
借
金
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
調
査
材
料
を
松
原
署
.管
内
の
公

娼

に
求

め
た
の
は
、
調
査
に
便
利
が
多
か
っ
た
爲
め
ご
、

一
つ
に
は
之
を
京
都
に
於
け
る
代
表
的
地
域
の
も
の
だ

誠

苑

公
娼
の
前
借
金

に
就
て

第

十
七
巻

(第

[
號

九
五
)

九
五

8)

9)
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説

苑

公
娼

の
前
借
金

に
就
て

第

十
七
巻

(第

一
號

九
六
)

九
六

ま

考

へ
ら
れ
た
か
ら
で
め
る
・
期
間
箭

治
四
+
五
年

一
月

百

よ
り
大
正
+
年
+
二
月
三
+

百

塗

る
満
九

ケ
年
問

で
あ
る
。
期
間
は
調
査
し
得
ら
れ
る
.最
も
古
き
時
期

か
ら
最
近
ま
で
を
取

っ
た
の
で
あ

っ
て
、
調
査
中
に

ぱ

未
だ
大
正
+

一
年
度
の
材
料
は
整
備
し
て
み
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
調
査
件
撒
は
総
計
三
、、七
二
三
、
前
借
金
総

U額
は
二
、
八
五
〇
、
三
七
五
圓
で
あ
る
。
こ
れ
を
年
次
別
に
示
し
把
も
の
が
左

の
第

一
表
で
あ
る
。
.

第

一
表

総
前
借
件
敷
及
び
総
前
借
金
額

髪

歪

・
年

杢

・
年

大
西

年

杢

五
年

大
正
葦

金

華

歪

八
年

杢

誰

杢

毒

合

計

前
借
件
数

三九
二

冨三
一

量
「「

四琶

死
九

三七竺「

四昌四

四盗

莫
(

≒
葺
二

前
借
金
額

一室
・旺勘

,
一胃三
・美
く

西
R
茜
[

一八六
、凹石

一力く
、　甕

美

、倉

三(六
、豊
O

E全
、一冷

へ8
、八
δ

一
、会
0
、　篭

　イ

公
娼

の
前
借
金

の
季

節
的
攣
動
.

く
」
公

娼
前

借
金

に
季
節
的

攣
勤

め
り
や

否
や
を
研
究

す

る
に
當

っ
て
、
先

づ
問
題

ξ
な

る
は
そ
の
期
間

を
如

何

に

.

一匠

労
す
可

き
か
で
め

る
。

私
は

最

も
便

宜
で
あ

っ
て
、
最

も
適

當

で
あ

る
ご
思

は
れ
る
月

別
を

之

に
採
用
す

る
事

,

に
し
た
。

そ
.の
理
由
は
汐

見
學

土

の
該

研
究

に
於
け

る
ご
同
様
、
問
題

の
中

一6

が
季
節
的
愛
動

に
あ

っ
て
、

一
ケ

・・年
間

に
於

け

る
下
層
金
融

の
緩

急
撒

態
を
調
査
す
る

を
以

て
目
的

注
し
て

み
る
か
ら
で
あ

る
。

私
は
之
を
研
究
す
る
に
當

つ
三

共
の
前
借
件
数
の
季
鵠

霧

を
も
併
せ
て
調
査
す
含

要
が
あ
る
患

ふ
。

註
前
借
金
を
必
要
ご
す
る
員
数
が
月

に
依

つ
.て
如
何
に
分
布

さ
れ
て
る
る
か
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で

.

.め
る
。
前
借
金
を
必
要
注
す
る
員
数
ε
金
額
ε
は
必
ら
す
し
も
同

一
の
比
例
を
保

つ
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
そ



は
そ
の
季
節
的
製
動
の
有
無
を
覗
は
し
む
る

一
つ
の
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

左
の
第
二
表
は
月
別
前
借
件
数
統
計
で
あ
る
。

-

第
二
表

月
別
前
借
件
数

多
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三一石四
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「要二
七

量 蓋 男 言 昊 聖 君 聖 臭 弐 署 月

〈
ハ
最
低

Q
ハ
最
高

四

型 査 踏 響 量 響 囲 囲 者 弐 翌 月

五

§ 焙 … 毒 言 量 考 量 孟'孟 月

⊥
ノ、
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七

E〈 六 九 九;互_七 三 六 月

八

月

九

月

+

月

ム

「三

「三

一=
「

一四

一九

一[六

二湘

斗
九

四A

二黒

　=

噛

三沁

二九

三
四

三〇

三
八

△

(

昌
二

胃兀
.

ゴ三

四
　

兄

四
四

六
三

尭

碁

E
[

茜
四

毛

四

茜

　「

忌

胃石

巴

+

一
月号

「
ロ五三四

四
耳(

四
四E

二
茜套死

へ
四
四

+

二
月

OoooOOり000

五
六 力A沁 銅.五 壮 冒.航 五 コ旨
六 一 ゼ ロA五 口A嵩 四 六

合

計
漸
空

三
三

耳翌翌
ロ

三
莞

碁
嵩

四
二四

四
杢

昊

(

老

一三
四
一
E

,

大
正
二
年
よ
b
大
正
十
年
に
至
る
九

ケ
年
間
に
.於
け
る
月
別
前
借
件
数
の
最
低
は
、
大
正
二
年
の
八
月
に
於
け

る
二
十

二
件
、
大
正
七
年
の
九
月

に
於
け
る
八
件

ご
吉
ふ
例
外
は
あ
る
け
れ
こ
も
、
其
の
他
は
何
れ
も

　
月

に
蔚

て
最
低
鰍
を
示
し
て
み
る
。
九

ケ
年
間
の
平
均
に
就
い
て
見
る
も

一
月
は
最
低
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
毎
月
少
し
づ

、
増
加
し
て
、
四
月

に
は
多
少
の
兀
突
を
な
し
、
七
八
月
ご
ろ
が
谷
で
、
ま
だ
次
第

に
増
加
し
、
十
二
月
が
急

に

説

苑

公
娼
の
前
借
舎

就
て

第
毛

巻

(第
↓
號

九
亡

九
七

嘲



、

説

苑

公
娼
の
前
借
金
に
就
て

第
十
七
巻
-
(第
二
號

九
八
∀

九
八

高

く
、
各
年

に
亘

っ
て
例
外

な
く
前

借
件
数

の
最

高
を

示

し
て
み
る
月

は
十

二
月

で
あ
る
、
吉
は

ご
谷

、
山

、
.谷

馬
山

の
二

つ
の
波

を
描

い
て
み

る
こ
だ

ε
な

る
。

各

年

に
}旦

っ
て
斯

く
の
如

き
供

給
瓶
態
が
何
故

に
繰

り
返

さ
れ

つ

、
る
か
の
理
由
を
問

ね
る
前

に
、

そ
の
需
要

は
果
し

て
如

何
な

る
状
態

馬
み

る
か
を

調
査

す

る
必

要

が
あ
る
。
公
娼

の
供
給

が
需
要

葱
刺
激

し
、
且

つ
増

加
せ

し
む
ポ

ビ
盲

ふ
事
も
有

り
得

る
事
で
あ
ら
う

が
、
普

通

、
需

要

が
定
ま

っ
て
供

給

が
之

に
慮
ず

る
も

の
で
あ

る
カ

ら

で
め

る
。

そ
れ

で
私
は
京

都
府
聴

保
安
課

に
於

て
、
松

原
署
管
内
遊

客
費

金
高
月
報

に
就

て
、
公
娼

の
花

代
を

調
査
し
π
の
で
あ
る
・
奈

九
年
、
+
年
、
土

牢
の
三

ケ
年

分
し
か
利
用
し
得
な

か
っ
た
の
は
呉
れ
ぐ

も
遺

憾

㍗
あ

る
が
、
大
罷

の
傾
向
を

知

る
に
は
之

れ
で
何

等

の
不
都

合
を
も
減

じ
な

い
。
左

の
第
三
表
は

公
娼

の
月
別

花
代

の
統
計

で
あ
る
。

第

三
表

月
別
花

代
.
.

輩
位
圓

一

月

二

月

三

月

四

月

五

月

六

月

七

月

八

月

九

月

+

月

+
万

+
二
月

合

計

蓼
大

死

年

三
莞

五

蚕

・九
空
〔
莫

・杢
:

δ
・壬
ハ・=
豆

、
・西
;

盆
、四
三

垂

、
　〈
.≡

ヵ
、
舅

更

、
天
　

亘

、
天
　

≡

、
垂

七
八
、重

　
、
菱

、
薔

大

正

+
年

酋

]£
窒

一九
R

発
竺

コ
只
五
[実

[三
四
、
西
八
=
;
、
西四
一=

命

、誓

=

(O
、
柔
O

夷

、二
七会

ス

一、大
兄

】窓

}
九
盒

「三
五
、0
造

三

一、夫

三

二
、聾
五
、三

(

大

王

年

ミ
一

=
九
三
　
・炎
;

三
・登

高

・全

書

、幅
三

契

-曲
「三

く
八
、
奏

蛋

、八
六
;

〈
、
真

死

、葵

=
晃
、
垂

軽

、　莞

=
、葺

、　
聚

合

重

三

〕巽

。
⊃
禿

{
四〇
・=
三

ハ究
・
　六
;

四九
・〈
力五
三

、
§

書

、夷

囲
碁

五
　
莞

、
=
a

棊

譜

套

、虫
三

妻

、
・三
碧

、
萸

、塁

平

坪

一更

・(
　
六

一ハ
奮

内
　
三
≒
四
。
r二
三
　
、
三
。
藁

、歪
一=

全
、
』
[=

渠
、(
美

嘉

、
=出
=

究

、七
言

禿

、嚢

=
。〈
、
垂

死
一、薯

=
、　
ハ
=
、漆

右

の

表

に

就

い

て

公

娼

の

花

代

を

月

別

に
観

察

す

る

ピ

、

一
.月

が

餐

年

を

通

じ

て

例

外

な

く

最

高

額

を

示

し

、

次

に
四
月
が
高

い
・
喜

反
劃
に
八
月

暑

年
を
通
じ
て
例
外
な
く
最
低
額
で
あ
っ
て
、
・、
・
に
も

一
つ
の
季
節

,11)Flexner,ProstitutioninEuroic・P62・



的
受
動

の

あ
る
事

を
嚢
見
ず

る
の
で
あ
る
。

　
月

が
其

の
需

要

が
最
高
位

に
あ

る
事

に
就

い
て
は
説
明
を
要

し
な

い
ほ
ご
自

明

で
あ

る
。

一
月

に
次

い
で
四
月

が
需
要

高

の
多

い
の
は
花
見

妙、」
き

に
、
粋

も
不

粋
も
浮
れ
心

の
萌

汽

上

る
嚼

め
で
あ
ら

う
、
七
八
月

が
最

も
需

要

に
乏

し

い
の
は
、
夏

の
餅
は
犬

も
喰

は
な

い
ご
言

ふ
あ
た
り

の
溝
息

を
語

っ
て

み
る
も

の
で
は

な

か
ら
う

か
。
今
嵌

り

に
大

膿
な

る
推
測

が
許

さ
れ

る
な
ら

ば
、

一
年

を
通
じ

て
出
産

奮

五
六
月
に
最
低
位
に
あ
り
・
婚
墾

は
義

が
七
人
月
で
め
る
ガ

思
ひ
合
す
妻

祟

る
の
で
あ
る
・
そ

こ
で
再
び
公
娼
前
借
件
藪
の
季
節
的
攣
動
の
問
題
に
立
ち
踊

る
の
で
あ
る
が
、
四
月
の
山
`
八
月
の
谷
ご
は
そ
れ

み
、
花
代
の
四
月
の
山
ε
八
月
の
谷
ご
に
封
慮
し
て
み
る
事
が
知
ら
れ
る
。
公
娼
前
借
件
敬
の
十
二
月
に
於
け
る

異
常
な
る
山
は
、
正
に
其
の
翌
年
の

一
月

に
於
け
る
花
代
の
山
に
適
癒
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
抱
主
側
が
新
春
の

準
備
に
要
す
る
人
な
る
需
要
、増
加
に
よ
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
今

　
つ
に
は
越
す

に
越
さ
れ
弧
年
の
瀬

に
、
金

策
に
窮
し
て
鬼

ε
な
る
親
達
が
少
な
か
ら
ず
居
る
こ
ε
、
換
言
す
れ
ば
公
娼
供
給
者
の
激
増
に
も
原
因
し
て
み
る

ε
見
る
事
が
出
来
る
。
十
二
月
は
公
娼
の
需
要
、
供
給
共
に
激
増
す
る
の
で
あ

っ
て
貧
乏
人
の
娘

に
取

っ
て
は
贈

へ月

で
あ
る
。

　
月

は
前
借
件
敷

の
低

い
の
は
、
抱
主
側

で
は
既
に
年
末

に
必
要

に
悉

じ
て
十

分
に
抱

へ
込

ん
で
あ

る
爲

め
に
、
差

し
あ
た

っ
て

の
需

要
が
少

な
く
、
前
借

者
側

に
就

い
て
言

へ
ば
、
新

年
早

々
は

さ
う
し
た
金
銭

上

の
苦
策

も
必
要
が
稀
な
た

め
に
、
公
娼

の
供
給

も
自

然

ε
少
な

い
の
で
あ
ら

う
。

次

に
私
は
公
娼
前
借
金

の
季
節

的
攣

動
を
調
査

し
た

の
で
あ

る
。
左

の
第
四
表
が

そ
れ
で
あ

る
。

説

苑

公
娼
③
前
借
金
に
就
て

r

第
十
七
巻

(第

一
號

九
九
)

九
九

12)RUmeliロ,BevOlkerungslehre(Sch6nbergsHandbuch・d.P.6)S.go2及 び

S,901
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大 正 入 牢 日 本 帝 国 人 口 動 態 統 計 第 十 六 頁 及 び 第 六 十 二 頁
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設

苑

公
娼
の
前
借
金
に
就
て

第
四
表

月
別
前

借
金
額

多螢
磐

難
管

藍
舞

。

楚
鉾

.

大
盤

。

.

平

均

　

月

力
、
三
九
〇

五
、葦

O

一
、
究

五

五
、
一
蛭

(
、
元

0

=

、
カ
0
0

(
£

8

一力
、
六
〇
〕

三

覧
蔓

日

空一〇
、
　一会

二

月

一〇
、ヨ

釦
、六
暮

六
、
天
0

】0
の
8

三

、四
百

兀

、一〇
〇

一回
£
お

三

、[書

六
四
、
孟

〕

三

月

二
R
元

〇

一〇
三
豊

一〇
δ

盆

[五
、一天
血

一
一一バ
8

酋

、茉

凪

二
〇
尺
8

司E
δ
囹
〇

六
四
、〈
合

四

月

五

月

一花

(
】δ

一
服
其

〇

三
、念

〇

一〇
δ

一五

一〇
、
ゼ
三
五

一
二
、
二
五
一

=
(
、
=
碧

一誓

(
窒

=
　
δ

孟

一
R

全

0

冒三
、
垂

〇

一噸

薯

〇

二
六
、
五
[言

一=
ハ
、
(
六
〇

五
八
、
三

〇

四
〇
、
石
.血

五
く
、
五
一
〕

六
九
、
三
(
0

第
+
七
梅

六

月

七

月

入

月

一
〇
、
=

O

「
0
、
…六
ロ

ム

〈
、
六
口
口

;
「
一一一三
五

一
〇
、
耳「二
〇

記
、
地
内
り

一
〇
、
苅
近
〇

一
〇
、
冒=
五

ご
『
可=
〕

天

、
(
二
五

一
二
、
六
∴
0

=

、
一=
画

一
く
、
ロ
(
O

一
二
、
心
(
〇

一
卿
、
九
一「0

=

、
四
8

一
凹
、
O
　
O
.

弐

、
六
合

四
一・査

O

云

、苔

臭

£
吾

一=
、
ゼ
栢
〕
△

一九
、
h
#
O

　=
、
「孟
〕

莞

、
二
8

三

、
〈
8

尭

、
巻

∪

(第

「
號

盟
位
圓

九

月

(
、六
苫

ゼ
、
(
昌
0

=
王

畿

一曹
.、一=
五

一質

量

9

6
互
、西8

膏
、
蓋

O

夏

δ
…6

薯

£

δ

一
〇
9

一
〇
〇

十

月

聖

四昊

一
三

合

一δ
、究

〇

一(
、三

五

雇
δ
言

宍

、
西
〇

三
く
£
合

茜

、七
豊

藍

、
三
D

+

一
月

+

二

月

酉

・
五
言

。

一「大
釜

。

】
五
、
四
九
O

。

二
R

会

話

=

、
六
六
〇

。

三

δ

四
E

H=
、
一
4
0

0

二
(
、
五
一
玉

昌
一
、
豊

O

Q

四
〇
δ

窒

胃=

、
胃=
二

〇

四
四
、
諦
O
O

E
O
、
汽
力
0

0

六
三
.
九
〇
〕

≦

、
醤

O

。
一
三

、
奎

〇

一〇
二
、
三
三
〇

〇
;
天

、
O
血
0

含

計

一
六
二
、
五
七
セ

一具
旦
、
且
四
(

西
〇
三

巴

一(
宍
、
四
一
七

一丸
く
.
胃四
五

「豆
'
、
(
O
ゼ

昌
(
、
六
吾
一〇

五
く
盆
=
(
0

(
⊂
R

(
6

ム

青

豆

莞
・
=
=

互
・含

莞

重

三
く
、
九美

童

、書

画
(
、垂

尭

、四
=;

三
、書

=八
更

=

酉
「、四
胃玉

書

、量
(
善

、垂

△

充
、合

一

]三
、実

力

一
一く、
(
一知

詩
、
三
二
八
三
六
三

=

芸
、
吾
(

死
、地
異

孟

、(
(〇

三
一
、三
嘔

三
(
、
三
九
Q

翌

、
星
(
.

胃=
、穴薯

備

考

、
△
に
最
低

()
は
最

高

'

右
の
表

に
就

い
て
大
正
二
年
よ
b
大
正
十
年

に
至
る
九

ケ
年
間

に
於
け
る
月
別
前
借
金
高
の
最
低
額
を
見
る
に
、

大
正
二
年
の
八
月

に
於
け
る
八
、
六
〇
〇
圓
、
大
正
七
年
の
九
月

に
於
け
る
五
、
九
〇
〇
圓

、
大
正
九
年
の
七
月
に

於
け
る

一
九
、五
五
〇
圓
等
の
例
外
は
あ
る
が
、
其

の
他
は
何
れ
も

一
月
が
最
も
低

い
。

九

ケ
年
間

の
平
均
も
同

様

で
あ
る
。

一
月
か
ら
毎
月
次
第
に
増
加
し
て
四
月
が

　
つ
の
山
を
な
し
て
み
る
。
十
二
月
が
各
年
を
通
じ
て
剖

外
な
く
其

の
最
高
額
を
示
し
て
み
る
。
こ
れ
等
は
月
別
前
借
件
数
の
場
合

に
於
け
る
ε
殆
ん
ご」
至
く
同

　
の
現
象

ざ
育

っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
月
別
前
借
金
高
の
季
節
的
攣
動
は
月
別
前
借
件
敷

の
季
節
的
愛
動

ピ
同

一
の
経
路

に
あ

る
ご
言
ふ
事
が
出
来
る
か
ら
、
私
が
前
述
の
説
明
を
繰
り
返
す
徒
勢
を
敢

て
し
な
い
で
も
、
凡
て
の
關
係
は
明
瞭

で
あ
ら
う
。

、



、〆

噛

ヤナロ

公
娼
前

借
金

ξ

一
般
物

償
.

.

(
公
娼

の
前
借

金
は
あ

る
意
味

に
於

て
商
品

償
額

ご
看
做

す
事

が
出

来

る
。
そ

こ
で

こ
れ
が

}
段
物
償

ε
如

何

な

る
關
係

に
あ
る

か
を
研
究

し
度

い
の
で
あ

る
。

一
般
物

償

の
騰
落

に
封
慮

し
て

、
し

か
も

こ
れ
が
比
例
的

に
上

下

し
て
み

る
も

の
で
あ
る
か
、
或

は
、
物

慣

に
謝

し
て
各

種

の
償
額

が
極

め
て
不
調
則
な
対
照

し
か
し
な

い
例

に
乏

鋤

し
く
な

か

っ
た
が
、

こ
の
場
合

に
於

て
も

そ
れ

が
非
常

に
不
規
則
な

も
の
で
あ

る
か
、
若
し
然

b
蓬
す

る
も
、
斯

く

の
如

き
現
象

に
謝
し

て
も

そ
れ
相
慮

の
説
明

が
求

め
ら

れ
は
し
な

い
か
、

ε
吉

ふ
や
う
な
問
題

を
問
題

こ
し
度

い
の
で
あ

る
。

そ
こ
で
私
は

先

づ
月
別

に
よ
る

一
ケ
年
開

の
前
借
金

高
を
調
査

し
た

の
で
あ

る
。
第

五
表

は
即

ち

そ

れ

で

あ

る
。

第
五
表

　
ヶ
年
間

の
前
借
金
額

髪

一

大

正
二
年

大

正
三
.年

大

正
四
年

大

正
五
年

大

正
六
年

大
正
七
年

大
正
入
牢

大
正
九
年

大
正
+
年

説

苑

金 離 発 三 晃 忌 δ 酬

二

月三
口

=
伽

=
嵩

一三
置

[倉
一突目一葦

耳糞

三

月=
註

一
酉一晃=

ゼ
=
〈

一五
六

一窒
三
〇
E

葦
四

公
娼
の
前
侮
金
に
就
て

四

月≡一三=
二

δ
(

一壷一題
一
力
三

二発言
五

五

月一
三

=
三

三
四

一
…=

=
(

一≦
き

耳

　
三

　=
晶

ユ.
!、

四 六 〇 五 三 二 二 ー 二 月亀 嵩 六A四 一一 二A一

七

月=
七

一き二
七

三
二

一型雪
穴

三

八

二
篭

紮
0

八

月一
晃

=
皿
.

=
胃「

冒
〇

三
四

一
交

一碧
二
豊

島
碧

輩
位
圓

九

月一晃=
置

己
ル

一四
〇

一　三
一百昌

　
ロ

二会皿蓋

+

月
=

一

=
六

=
妬

=
ハ

西
七

一全
昌
三
(

二
(
(

.

睾

「

第
十
七
巻

(第

一
號

一
〇

ご

+

　
月

=

二

酉

八

一
三

一三
宍
0

ス

0

量

七

百δ
〈

茜

六

一
〇

一

+

二
月

干

均

一臭

=
六

=

一

一三

=
(

=
七

三
七

胃
=

一五
二

三
ゼ

一盞
.

一発

昌
三
(

H
=
三

「

一=
二

}双
海

証言
O

毫

O

13)汐 見 學士、纒濟統計研究、第三百十五頁一 第三 百二十 九頁
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・

'

説

苑

霜

・
再

会
続

て

竿

蓮

(塑

號

一
9

一)

一
。
二

布
の
表
に
就

い
て
見
る
に
・
前
借
金
高
は
同
年
内

に
於
て
は
月
蓬

う
て
増
大
し
つ
、
沸
る
や
う
な
傾
向
は
な

く
・
ま
た
歪

二
年
　

大
正
+
年
量

る
九
・
年
間

に
亘

っ
て
前
借
金
高
を
月
別

・
饗

し
て
も
、
そ
・
に
は

何
等
季
節
墨

動
露

見

さ
れ
さ
う
も
な

い
。
言
は
鷲

別
前
借
金
筒
の
大
小
は
月
の
鵡嬰

に
於
て
歪

で
あ
。

詐
り
で
な
く
・
月
の
讐

に
於
て
も
触

で
あ
・
。
即
ち

一
定
の
傾
向
讐

・
に
姦

見
す

・
妻

田
楽
な
い
の

で
る
る
・
そ
こ
で
私
は
+
二
・
月

皐

均
前
借
奮

を
各
年

に
亘

っ
て
算
出
し
て
晃

。
す
薯

。

、
で
初
め
て

;

の
傾
向
を
見
出
垂

が
出
甕

。
そ
れ
皐

均
前
借
金
高
遽

露

加
し

つ
・
あ

詮

　
口
塞

で
あ
、
。
大

正
四
年
は
大
正
三
年
よ
り
粒
多
少
低

い
三
一黒

例
外
は
な

い
で
は
な
い
け
れ
ぜ
。

エ

前
借
金
嘗

物
轡

の
関
係
を
研
究
す

・
に
當

つ
で
、
月
別
統
計
は
到
底
利
用
す
可
か
ら
ざ
る
串
を
知

っ
た
カ

ら
・
そ
こ
で
私
は
膏

年
別
統
計
を
採
用
す
る
署

し
た
.
左
の
簗

書

窮

に
よ
・
前
借
金
高

豊

ハ
の
指
敷

及
び
日
本
銀
行
物
.僧
新
指
撒

ε
を
現
は
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
六
表

前
借
金
額
折
敷
及
び
日
銀
物
慣
新
指
撒

蒸
大 大 大 大 大 大

正 正 正 正 正 正

七 六 五 四 三 二

年 貞…年 年 年 年

前
借
金
額一

一六
一三=

ゼ
一
三三

七
一六
力

指

数一8一〇
四

一巳一
.畠

=
〈

一四
六

日
銀
物
慣

新

指

数一8力
五

金
一
一
七

一果
一九
三

.

.



大

正

入

年

三
旱

天
囲

碁
冤

大

正

九

年

大
孔

茜
海

二六〇

大

正

十

年

忌き
.

二七六

二〇二

日
本
銀
行
物
債
新
指
藪
は
大
正
二
年
を

]
0
0
ご
す
れ
ば
、
大
正
三
年
及
び
大
正
四
年
は
少
し
く
降
下
し
、
以

後
逐
年
騰
貴
し
て
み
る
。
大
正
十
年
に
及

ん
で
、
前
年
に
比
較
し
て
二
割
五
分
方
も
下
落

し
て
み
る
。
吉
は
ゴ
物

償
は
大
正
三
、
四
年
及
び
大
正
十
年
の
不
況
時
期
に
下
露
し
て
、
大
正
八
、
九
年
の
好
況
時
代
に
最
も
暴
騰
し
て

み
る
。
次
に
前
借
金
指
数
を
見

る
に
、
大
正
二
年
の

一
〇
〇
に
射
し
て
逐
年
上
騰
し
て
み
る
。
只
大
正
四
年
は
大

正
三
年
よ
り
僅
か
許
b
下
落
し
て
み
る
が
、
そ
れ
で
も
大
正
二
年
よ
り
は
高
く
、
大
正
十
年
も
大
正
九
年
よ
り
騰
、

貴
し
て
る
る
。
そ
こ
で
双
方
の
指
数
を
比
較
樹
照
す

る
に
、
物
贋
は
不
景
氣
の
場
合

に
は
必
ら
す
下
落
し
て
、
好

景
気
の
場
合
に
騰
貴
す
る
ざ
言
ふ
極
め
て
世
間
的

の
現
象
を
呈
し
て
み
る
に
反
し
て
、
前
借
金
即
ち
公
娼
に
劃
す

る
商
品
償
額
に
在

っ
て
は
、
脛
濟
界
の
好
.凶

に
關
係
な
く
常
に
騰
貴
し

つ
＼
あ
る
。

商
品
殊
に
便
利
品
は
必
要
に
懸
じ
て
其
の
需
要
を
節
減
す
る
事
が
比
較
的
に
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
性
慾
は
食

慾
ご
同
様

一
定

で
あ
る
。
必
要
程
度
以
下
に
節
減
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
)
最
近
の
傾
向

か
ら
官

へ
ば
好
景
氣
の

瑚

場
合

に
は

一
般

に
婚

姻
牽

が
増

加
し
て
、
性
慾

が
正
當

に
満
足

せ
ら

れ

る
機

會
も

そ
れ
丈
増

加
す

る
。
し
か
ら

ば
、

こ
の
場

合

に
於

て
、
公
娼

の
需

要
は
減
退
す
可

き
筈

だ

ご
考

へ
ら

れ

る
が
、
事
實

は
之

ご
全
く
反

封

に
矢
張

り
増

加
し

つ

、
あ

る
の
は
、
婚

姻
可
能

年
齢

に
達

し
乍
ら

、
経

済
上
婚
姻

し
得

な

い
凋

身
者
は
依

然

こ
し

て
存
在

し

て

み
る
し
、

一
方

に
は
金
廻

b
の

い

、
た

め
に
、
こ
の
方

面

に
於
け

る
放
縦

生
活
が
頻
繁

に
な

る
傾
向

が

あ
る
拒

め

読
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「

設

苑

公
娼
の
前
借
金
に
就
て

第
十
七
巻

(第
一
號

一
q
四
一

一
〇
四

で
あ
ぢ

う
。
・不
景
氣

に
際

し

て
丁
婚
姻

率
が
減

少

し
、

そ
れ
丈

公
娼
の
需
要

が
増

加
す

る
事

は
見

易

い

所

で
あ

6
。
斯

く
の
如
き
結
果

は
、
吾

々
の
経
済

組
織

が
性

的
存
在

ご
し

て
の
人
間
を
無

視

し
て

み
る
短

め

に
他

な
ら
な

い
9
.洵

に
痛

々
し

い
事
實

に
は
蓮
ひ
ば

い
け

れ
こ

も

、
換
娼

ε
育

ふ
も

の
が
需
要

も
供
給

も
吾

力
の
肚

會

に
は
必

セ

も

ヤ

も

も

し

然
的

に
こ
び

り

つ
い
て
み

る
。

こ
れ
を
供
給
す

る
者

は
元
よ
り
氣

の
毒

で
あ

る
。

こ
れ
を
需

要
す

る
者
も
同
様

に

不
幸

で

あ
る
。
破
算
を
損

し

て
罪
人
呼

ば
は

り
す

る
事
は
敢
會

に
鹸
り
慈

悲

が
な

さ
過
ぎ

る
。
何

ぞ
知
ら

ん
、
.彼

ざ

　

等

を

さ
う
し
た
境

に
突

き
入
れ

る
も
の
は
就
會

そ

の
も

の
の
力

に
外

な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る

ラ(
新

公
娼

ご
再
度
或

は
鞍
替

公
娼
こ

の
払剛
借
金
高

〔公
娼

の
前

借
金
高
は
新

公
娼

だ
再
度
或

は
鞍
替
公

娼

蓬

の
間

に
は
常

に
差
額

が
存

在

し
て
み

る
。
左

の
第

七
表

は
両
者

の

一
ケ
年
間

に
於
け

る
前
借
金

高
を
調

査
し

た
も

の
で
あ

る
。

第

七
表

一
ケ
年
間

の
前
借
金
額

大
正
二
年

大
正
三
年

大
正
四
年

大
正
五
.年

大
正
六
年

大
正
七
年

大
正
八
年

大
正
九
年

大
正
十
年

平

均

最
初
の
も
の

契

一三
.

碧

=
二

一三

胃
天

λ
温

H西
湘

」一会

[垂

再
度
の
も
の

一註

西
〇

三
E

三
脚

芭
二

】一2

二四菖

冒三
(

,量
(

昌9
一

比

率

0
壱
一

?
七二

〇・ゼニ

0
・〈七

〇・合

0・六(

O
・芸

?
美

0.莞

O
.美

新
公

娼

の

一
ケ
年
聞

の
前
借
金

狽
は
大
正

二
年

に

は
九

六
圓

で
あ

っ
て
、
大
正
五

年
に
は
増

加

し
て

一

=

一圓

に
達

し
、
大
正
八
年
迄
は
百
圓
代

に
在

っ
.だ

が
、
大

正
九
年

に
は
二
四
九
圓

達
し
、
大
正
十
年

に
は
二
八

二
圓

に

上

っ
た
。
九

ケ
年
間

の
雫

均
額

は

一
五
三
圓

で
あ

る
。
次

に
再
度
或

は
鞍
替
公
娼

の

一
ケ
年
間

の
前

借
金
額
を
見

「『



1

'

、
に
、
大
正
二
年

に
は

三

五
圓
で
あ

つ
で
、
大
正
七
年
に
は
既
に
二
高

代
に
達
し
、「

大
発

年
に
は
三
百
圓

代
を
越
え
て
.
大
正
十
年
に
は
三
五
八
圓
に
上

っ
た
。
九

ケ
年
間

に
竿
均
額
は
こ
〇
二
圓
で
あ
る
。

両
者
を
養

難

ず
る
・
、
其
の
叢

額

に
於
て
も
知
ら
る

・
聖

、
新
公
娼
の
前
借
金
額
は
再
度
或
は
馨

公
娼
の
前
借
金
額
　

も
常

に
、
そ
し
て
必
ら
す
低
い
の
で
あ
・
。

・
れ
は
新
公
娼
冨

公
娼

比

較
し
て
各
種

の
疾
病

に
胃

さ
れ

る
割
合

が
非

常

に
高

い
の

で
、
抱

主

が
之
を
恐

れ

る
の
ご
、
も

う

】
つ
は

一

こ
れ

の
方
が
主

要

な
理
由

で
あ
る
が
一
「
假
設

に
も
誠
實

の
心
あ

る
可

か
ら
す
」
云

々
ε
盲

ふ
世

に
ぢ
奇
態

な
、
色
街

で
な
け
れ
ば
見

ら
れ
な
い
標
語
・
馴
ら

・
れ
て
る
な

い
た
め
に
、
從

っ
て
、
遊
葦

欝

嘉

需

に
拙
ぞ

二

般

に
は
稼
高

が
少
な
い
た
め
で
あ
る
.
饗

す
れ
ば
肉
階

に
も
肇

的
に
も
、
公
娼
ξ
し
て
の
訓
練
が
未
熟
で
あ

る
が
た
め

で

あ

る

。

附
言

材
料
蒐
集
醸

し
て
、
京
都
市
松
原
署
の
示
さ
れ
た
ろ
厚
意
藻

講
元

」

、

就

.
苑

公
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前
借
金
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就

て
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